
資料１－１ 

 

 

パブリックコメント手続の実施について 

 

１ 実施概要  

（１）公表する資料 

   南相馬市保育園及び幼稚園の一部を廃止する（素案）について（概要） 
 

（２）意見の提出方法 

  ① 意見提出の書式は自由、住所、氏名、電話番号を明記 

  ② 提出方法は持参、郵送、ＦＡＸ及び電子メール 
 

（３）意見の提出期限・公表期間 

令和３年９月１５日（水）から１０月４日（月）まで 
 

（４）公表場所 

こども育成課、市役所市民課、各区役所、各生涯学習センター、 

各市立幼稚園・保育園・認定こども園、市民情報交流センター、 

市ホームページ 
 

（５）提出・問合せ先 

〒９７５－８６８６ 南相馬市原町区本町二丁目２７番地 

こども未来部こども育成課 

℡２４-５２４２ Fax２４-５７４０ 

電子メール kodomoikusei@city.minamisoma.lg.jp 

 

２ 今後のスケジュールについて  

   

日  付 項  目 

９月１５日（水） 

～１０月４日（月） 
パブリックコメント手続 

１０月 各区地域協議会、子ども・子育て審議会 

１１月 庁内会議 

１２月 １２月定例議会（保育園、幼稚園条例改正） 

令和４年４月 施設廃止 

 



1 

 

南相馬市保育園及び幼稚園の一部を廃止する（素案）について（概要） 

 

１ 南相馬市幼稚園・保育園等のあり方に関する課題・対応方針 

（１）経過 

  本市では、東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故の影響により、

市内の子どもの数が大きく減少し、今後、少子化の進行も予想されることから、適

正な保育サービスの規模の検討が必要となっている。また、公立保育園・公立幼稚

園（以下「公立施設」という。）の老朽化等が課題となっている。このことから、令

和３年２月、今後の本市の幼児・教育施設の基本的な対応方針「南相馬市幼稚園・

保育園等のあり方に関する課題・対応方針（以下「課題・対応方針」という。」を定

め、課題・対応方針の下、適切な施設規模の設定や認定こども園化及び公私連携の

推進、地域の子ども・子育て支援の拠点機能の充実を進めていくものである。 

 

（２）課題 

  ① 子どもの数の減少 

今後の市内の子どもの数の推移は次のとおりである。 

 ■市内の０歳～５歳児の総人口予測                   【単位：人】 

年齢 2020 年度 2025 年度 2030 年度 2035 年度 2040 年度 

０歳児 293 267 238 213 192 

１歳児 322 301 268 240 216 

２歳児 344 312 277 249 224 

３歳児 380 339 302 271 244 

４歳児 374 305 271 243 219 

５歳児 372 368 336 299 267 

合 計 2,085 1,892 1,692 1,515 1,362 

  ※2020 年度は 2020 年 4 月 30 日現在の住基人口。2025 年度以降は予測。 

   （出典：南相馬市幼稚園・保育園等のあり方に関する課題・対応方針） 

 

② 公立施設の老朽化等 

    公立施設１４施設のうち、老朽化施設は７園、休園施設は５園ある。 

  ■公立施設一覧 

名  称 
区 分 

老朽化・休園 
主な構造 

竣工 

年度 

耐用 

年数 

経過 

年数 

おだか認定こども園 ― S 造平屋建て 2019 34 1 

原町あずま保育園 老朽化 RC 造平屋建て 1973 47 47 

原町さくらい保育園 老朽化 壁式 PC造平屋建て 1975 47 45 

原町なかまち保育園 休 園 木造平屋建て 1971 22 49 

大甕幼稚園 老朽化 RC 造平屋建て 1977 47 43 

高平幼稚園 老朽化 RC 造平屋建て 1977 47 43 

太田幼稚園 休 園 RC 造平屋建て 1978  47 42 
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（３）基本的な対応方針（概要） 

   課題に対する基本的な対応方針として、次の４点を定めた。 

  ①公立施設の役割と私立施設の役割 

   【公立施設】・市全体の幼児教育の質の向上 

・私立施設が開所されていない地域における教育・保育の実施 

・地域の子ども・子育ての拠点機能を担う 

   【私立施設】・各園の創意工夫による特色ある教育・保育の実施 

 

  ②少子化等に伴う公立施設定員数の対応方針 

   私立施設の定員確保を最優先に公立施設定員数を設定 

 

  ③公立施設の統廃合方針 

ア 園児数少子化への対応方針 

    各学年の園児数の下限（３歳児：１０人 ４歳児：１５人 ５歳児：１５人）

を定め、下限に満たない学年が発生したときは「統廃合優先施設」に位置付

け、検討を開始する。 

   イ 施設老朽化への対応方針 

    建物経過年数が耐用年数を迎える５年前に統廃合優先施設に位置付け、検討

を開始する。 

ウ 休園施設への対応方針 

・現在休園施設を統廃合優先施設に位置付け、検討を開始する。 

・公立施設で担うべき園児数は、将来にわたり現時点で開園している施設の

定員内での受け入れが可能であるため。 

・休園施設については、未使用期間の長期化により施設の荒廃が進んでいる

ため。 

 

  ④今後の施設再配置と施設運営への対応方針 

   新たな施設整備・施設統廃合等も含めた施設再配置の検討及び施設運営に当た

っては、次の６項目の対応方針に基づき進める。 

   ・市全体の幼児教育・保育の質の向上 

   ・適切な施設規模の設定 

   ・認定こども園化の推進 

   ・公私連携の推進 

石神第一幼稚園 休 園 RC 造平屋建て 1979  47 41 

石神第二幼稚園 休 園 RC 造平屋建て 1978  47 42 

かしま保育園 ― 木造平屋建て 2006 22 14 

かみまの保育園 老朽化 木造平屋建て 1966 22 54 

鹿島幼稚園 老朽化 S 造平屋建て 1983 34 37 

八沢幼稚園 老朽化 S 造平屋建て 1981 34 39 

上真野幼稚園 休 園 S 造平屋建て 1980  34 40 
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   ・次世代負担を見据えた施設マネジメントの推進 

   ・地域の子ども・子育て支援の拠点機能の拡充 

 

 （４）課題・対応方針を踏まえた今後の教育・保育施設の体制 

   課題・対応方針を踏まえ、今後の０歳～５歳児の人口予測と休園施設・老朽化

施設等の対応や認定こども園化等を進めた場合のイメージ図は下表のとおりで

ある。なお、公立施設の再編・統廃合検討に当たっては、保護者や地域住民に対

し丁寧な説明を行い、進めていくものである。 

 

今後の教育・保育施設の体制 

区分 2020 年度 2025 年度頃 2030 年度頃 2035 年度頃 2040 年度頃 

小高区 
 

 

    

原町区 

 

 

 

 

 

    

鹿島区 

 

 

 

    

  ※現在の教育保育施設の状況は別紙「南相馬市の教育・保育施設マップ」のとおり。 

 

２ 休園施設廃止の趣旨 

  課題・対応方針に基づき、現在休園している上真野幼稚園、太田幼稚園、石神第

一幼稚園、石神第二幼稚園及び原町なかまち保育園については、今後の市内の子ど

もの数の推移を踏まえ、公立施設で担うべき園児については将来にわたり現時点で

開園している施設の定員内で受け入れが可能であると判断し、廃止するもの。 
 

３ 各休園施設の概要 

園 名 構 造 
竣工

年度 

耐用

年数 

経過

年数 

総床面積

（㎡） 

敷地面積

（㎡） 

定員

(人） 

休園直近園

児数(人） 

上真野幼稚園 Ｓ造平屋 1980 34 40 280.0 1,783.26 60 8 

太田幼稚園 ＲＣ造平屋 1978 47 42 451.0 3,618.00 105 41 

石神第一幼稚園 ＲＣ造平屋 1979 47 41 522.0 3,936.00 140 63 

石神第二幼稚園 ＲＣ造平屋 1978 47 42 775.0 4,781.50 210 154 

原町なかまち保育園 木造平屋 1971 22 48 611.13 3,138.23 100 119 

 
 
 
 
 

原町区認定こども園 

おだか認定こども園  

公立施設の統廃合検討 

 

鹿島区認定こども園 

公立施設の統廃合検討 

私立保育園・ 

幼稚園・こども園 

公立保育園再編検討  

公立保育園再編検討 
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４ 各施設の廃止の理由及び施設の利活用等 

（１） 上真野幼稚園及び太田幼稚園 

  ① 廃止の理由 

上真野幼稚園及び太田幼稚園がある地区（小学校区）では、少子化の進行によ

り子どもの数が減少していること、保護者の就労の関係で保育園の利用割合が

高いこと、施設を再開した場合の１クラスの受入れ園児が少数であり、子どもの

成長に必要な一定の集団1を確保することができないことから、各園の再開は困

難と判断し、廃止するもの。 

 

■上真野・太田小学校区居住者(０～５歳)状況（令和３年４月１日現在）   【単位：人】 

区 分 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計 

上真野幼稚園 
７ ６ １２ ９ １０ １１ ５５ 

（0:2） （0:4） （0:10） （3:6） （2:7） （1:10） （6:39） 

太田幼稚園 
９ ６ ８ ６ ８ １２ ４９ 

（0:1） （0:3） （0:3） （3:1） （2:4） （5:7） （10:19） 

※園の上段は住基人口、下段の（ ）内の数値は（幼稚園利用児数：保育園利用児数） 

  

② 施設の利活用等（予定） 

ア 上真野幼稚園 

  現在、鹿島区の「子育て支援センター」及び「一時預かり」として活用して

おり、廃止後も「子育て支援センター」等として利用する予定。 

   イ 太田幼稚園 

利活用については、現在、定まっていないことから、引き続き検討を進めて

いくが、当園が「南相馬市洪水ハザードマップ（H26 年 3 月時点）」の浸水想定

区域内にあることが問題となっている。 

 

（２）原町なかまち保育園 

① 廃止の理由 

    本市では、震災後、市内の保育需要の高まりから、一時、待機児童が発生し

ていたが、令和２年４月に市内へ新たな保育園及び小規模保育事業所が開所し

たことにより、待機児童が解消された。 

    また、今後の市内の子どもの数の推移を踏まえ、既存の開園施設で受け入れ

が可能であることから、当園の再開は困難と判断し、廃止するもの。 

 

 

 

                                                   
1 ・児童福祉施設の設備及び運営に関する基準  

満 3 歳以上満 4 歳未満 20 人 満 4 歳児以上 30 人につき職員 1 人配置 
・文部科学省調査(H23.8）全国の国公私立幼稚園長に「学級の望ましい人数」について調査では、

3 歳児 18.0 人 4 歳児 23.7 人 5 歳児 26.1 人。 
 ・南相馬市幼稚園・保育園等のあり方検討委員会における私立公立の園長からの意見「基準の半数

以下になる状況は望ましい幼児教育・保育環境とは言えない」ことを受け、3 歳児 10 人、4 歳児
15 人、5 歳児 15 人を統廃合の下限とした。 
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② 施設の利活用（予定） 

原町なかまち保育園は、現在、「学校教育支援センター等2」として活用して 

おり、廃止後も同センターとして利用する予定。 

 

（３）石神第一幼稚園及び石神第二幼稚園 

① 現状 

 ア 石神第一幼稚園 

石神第一幼稚園がある石神第一小学校区の児童（０歳児～５歳児）は７８人。  

地区の保護者は、保護者の就労の関係や各園の特色で預け先園を選択し

ており、保護者の５５％（４３人）は保育園を利用し、２３％（１８人）は

幼稚園を利用している。 

 

 【幼稚園の内訳】 

・私立１０人（青葉幼稚園４人、みなみ幼稚園２人、さゆり幼稚園４人） 

・公立 ８人（高平幼稚園６人、大甕幼稚園２人） 

 

■石一小学校区居住者（０～５歳）状況（令和３年４月１日現在）     【単位：人】 

区 分 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計 

石一幼稚園 
６ １４ １７ １２ １４ １５ ７８ 

（0:2） （0:10） （0:10） （6:5） （5:8） （7:8） （18:43） 

※園の上段は住基人口、下段の（ ）内の数値は（幼稚園利用児数：保育園利用児数） 

 

 イ 石神第二幼稚園 

 石神第二幼稚園がある石神第二小学校区の児童（０歳児～５歳児）数は３

０５人と原町区内で３番目に多く児童を抱えている地区である。 

地区の保護者は、保護者の就労の関係や各園の特色で預け先園を選択し

ており、保護者の４７％（１４２人）は保育園を利用し、２９％（８８人）

は幼稚園を利用している。 

 【幼稚園の内訳】 

・私立６７人(青葉幼稚園２５人、みなみ幼稚園２５人、さゆり幼稚園１７人) 

・公立２１人(高平幼稚園１３人、大甕幼稚園８人) 

 

■石神第二小学校区居住者（０～５歳）状況（令和３年４月１日現在）   【単位：人】 

区 分 ０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 計 

石二幼稚園 
３２ ４６ ５１ ５５ ６５ ５６ ３０５ 

（0:9） （0:27） （0:28） （27:22） （34:28） （27:28） （88:142） 

※園の上段は住基人口、下段の（ ）内の数値は（幼稚園利用児数：保育園利用児数） 

 

                                                   
2  いじめや不登校など、子どもについての悩みや心配ごとについて相談や学校適応指導教室

「やすらぎ広場」として活用。 
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② 地元行政区との意見交換や保護者への聴き取り調査等 

 ア 石神地区の区長会との意見交換（令和３年６月～） 

  ＜主な意見＞ 

   ・石神地区に幼稚園は必要 

   ・石神地区の幼稚園が再開しないから若者が居住しないなど 

 

 イ 幼稚園通園児の保護者への聴き取り調査（令和３年６月～７月） 

   石神地区に居住し、現在、他幼稚園を利用している保護者を対象に石神

第一・第二幼稚園の閉園による影響について聴き取り調査を実施。 

○対象者：石神第一幼稚園保護者１７人（うち調査終了人数１３人） 

石神第二幼稚園保護者７８人（うち調査終了人数５３人） 

 

■聴き取り調査結果（石神第一幼稚園閉園の影響）           【単位：人】 

年齢 ある あまりない ほとんどない 計 

３歳児 ０ １ ４ ５ 

４歳児 ０ ０ ４ ４ 

５歳児 ０ １ ３ ４ 

計 ０ ２ １１ １３ 

割合 ― １５．４％ ８４．６％  

 

＜結果概要＞ 

・既に他幼稚園に通っている保護者が対象であったことから「影響なし」が全員と

なった。 

・石神第一幼稚園を再開した場合、現在の３歳児・４歳児の利用が見込めない。 

 

■聴き取り調査結果（石神第二幼稚園閉園の影響）           【単位：人】 

年齢 ある あまりない ほとんどない 計 

３歳児 ０ １ １６ １７ 

４歳児 ２ ４ １６ ２２ 

５歳児 １ ３ １０ １４ 

計 ３ ８ ４２ ５３ 

割合 ５．７％ １５．１％ ７９．２％  

 

＜結果概要＞ 

・既に他幼稚園に通っている保護者が対象であったことから、「影響なし」が９割と

なった。 

・石神第二幼稚園を再開した場合、現在の３歳児・４歳児の利用が少数であり、子

どもの成長に必要な一定の園児数の確保は難しい。 
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ウ 乳幼児健診時の聴き取り調査（令和３年７月） 

  石神地区に居住し、７月実施の「４か月」、「１０か月」、「１歳６か月」及

び「３歳児」の健診を受診された保護者を対象に石神第一・第二幼稚園閉園

による影響等について聴き取り調査を実施。 

・対象者：２１人（予定）(現時点での聴き取り人数は１５人) 

＜主な意見＞ 

・廃止に対して、「影響ほとんどない１２人」、「影響あまりない３人」 

・保護者の意見として、一時預かり保育の充実、石神地区に子どもが遊べ 

る公園が無いことから整備を望む意見など 

 

エ ０歳～２歳児保護者アンケート調査（令和３年７月） 

  石神地区に居住する０歳～２歳児の保護者を対象に今後の保育・教育施

設利用に関する意向調査を実施。 

○調査期間:７月１３日（火）～１９日（月） 

○対 象 者:１６４人（石一小学校区３７人、石二小学校区１２７人） 

○回 答 数:  ７５件（石一小学校区１４件、石二小学校区６１件） 

○回 収 率:４５．７％（石一小学校区 37.8％、石二小学校区 48.0％） 

○調査概要:石神第一・第二幼稚園を再開した場合、今後の預け先園に加え 

るか否かについて質問 

 

■石神第一幼稚園の調査結果 

①幼稚園と保育園（認定こども園含む）どちらに入園希望か 

年齢 幼稚園 保育園・認定こども園 すでに預けている 希望しない 

０歳児 １ ０ １ ０ 

１歳児 ２ ０ ６ ０ 

２歳児 ０ ０ ４ ０ 

計 ３ ０ １１ ０ 

 

②幼稚園希望者うち、今後の預け先園に加えるか否か 

年齢 加える 加えない 

０歳児    １ ０ 

１歳児 ２ ０ 

２歳児 ０ ０ 

計 ３ ０ 

 

＜結果概要＞ 

・入園希望施設別にみると、「幼稚園希望３人」、うち石神第一幼稚園を預け先 

園に「加える３人」、「加えない０人」 
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■石神第二幼稚園の調査結果 

①幼稚園と保育園（認定こども園含む）どちらに入園希望か 

年齢 幼稚園 保育園・認定こども園 すでに預けている 希望しない 

０歳児 ２ ９ ３ ０ 

１歳児 ５ ６ １０ ０ 

２歳児 ４ ５ １７ ０ 

計 １１ ２０ ３０ ０ 

 

   ②幼稚園希望者うち、今後の預け先園に加えるか否か 

年齢 加える 加えない 

０歳児 ０ ２ 

１歳児 ３ ２ 

２歳児 ３ １ 

計 ６ ５ 

 

＜結果概要＞ 

・入園希望施設別にみると、「幼稚園希望１１人」、うち石神第二幼稚園を預け

先園に「加える６人」、「加えない５人」 

 

③ 廃止の理由 

地元行政区長から石神地区、特に人口増加地域には幼稚園は必要、地元の幼

稚園・小学校・中学校で育つことが地域コミュニティ形成に必要、幼稚園が無

いことで若者が居住しないなどの意見が出された。 

 一方、保護者の意向等を確認すると、石神第一・第二幼稚園を再開した場

合、当該幼稚園の利用は少数であり、子どもの成長に必要な一定の集団を確

保することができないこと、今後の市内の子どもの数の推移を踏まえ、既存

の開園施設で受け入れが可能であり、各園の再開が困難と判断し、廃止する

もの。 

 

④ 施設の利活用（予定） 

 ア 石神第一幼稚園 

利活用については、現在、定まっていないことから、引き続き検討を進め

ていくが、当園は天井の一部が雨漏りするなど、施設の老朽化が問題となっ

ている。 

 

 イ 石神第二幼稚園 

石神第二小学校では、「放課後児童クラブ」の利用者が増加傾向にあり、現 

在、県道浪江相馬線を境とし、東側の居住者は「仲町児童センター」を、西 

側の居住者は「石神第二小学校（空き教室）」を利用しているが、各施設の定 
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員等の関係もあり、受入れができない児童がいる。  

地元行政区長との意見交換において、石神地区には保育園や幼稚園の有無 

に関わらず、子どもに関するサービスは必要との意見が出された。 

また、保護者への聴き取り調査において、石神地区に子どもが遊べる公園 

が無いことや子育て支援の充実を図る観点から、子どもを一時的に預けられ 

る施設が必要との意見が出された。 

地区内に子育て支援に係るサービスの必要性を求める意見を踏まえ、主に

「放課後児童クラブ」及び放課後児童クラブで利用しない時間（午前中）を子

育て支援に関する事業を目的に利活用を検討する。 

 

５ 関係例規等の整備 

（１）南相馬市保育園条例の一部改正（別紙「新旧対照表」参照）  

（２）南相馬市幼稚園条例の一部改正（別紙「新旧対照表」参照）  

     

６ 廃止する年月日  

令和４年４月１日をもって廃止する。 

 

７ 今後の主なスケジュール  

別紙「パブリックコメント手続の実施について（２ 今後のスケジュールについ

て）」のとおり 

 

 



120

120

堤谷

南鳩原

小谷

片草

小高

藤木

西町

吉名

関場

上町
大町

本町

田町

南
町

南小高

岡田

大井 塚原

村上
福岡

角部内

水谷

泉沢

飯崎

小屋木

上根沢

神山

小沢

小高川

小高川

前川

岩落川

飯崎川

●

●

●

小高診療所

小高小学校

小高中学校

●

村上城跡

258
蓮の花畑●蓮の花畑●

●

小高区役所

6
おだかおだか

●
小
高
産
業
技
術
高
等
学
校

●おだか認定こども園●おだか認定こども園

34

6

268

266

267

120 265

北屋形

北海老

南
柚
木

永田

南屋形

横手

角川原

山下

小山田

小池

浮田

寺内

牛河内

岡和田

西町

鹿島

江垂

塩崎

川
子

小島田

北右田

南右田

大内

南海老

烏崎

小池局

上真野小学校上真野小学校

上真野川

真野川

大日川

横峯溜池

潤谷川
真野川漁港

●

鹿島商工会●鹿島商工会● ●鹿島小学校●鹿島小学校

●

原町木材工業団地原町木材工業団地

八沢小学校八沢小学校

かしまかしま

鹿島中学校鹿島中学校

●サテライト●サテライト
かしまかしま

●

鹿島SA

鹿島C.C
●

鹿島C.C
●

●●

●
鹿島区役所鹿島区役所

●
鹿島幼稚園
●
鹿島幼稚園

八沢幼稚園●八沢幼稚園●

かしま保育園●かしま保育園●

●かみまの保育園●かみまの保育園
●上真野幼稚園●上真野幼稚園

●なかよし園●なかよし園

6

49

34

62

12

74

267

120 265

120

260

262

169
264

262

小池
江垂

塩崎

川
子

小島田

南右田

大内 烏崎

金沢

北泉

泉

下渋佐

上渋佐

下北高平

下高平

上北高平

北新田

上高平

桜井町

小川町

錦町

東町
北町

本町

大町

栄町

三島町仲町

牛越

西町

北長野

長野

深野

信田沢

大谷

大原

高倉

石神

押釡

馬場

大木戸

上太田

上町

国見町

本陣前

南町

橋本町

二見町

牛来

青葉町

中太田

下太田

北原

日の出町

萱浜

雫

大甕

高

小浜

江井

益田

鶴谷

矢川原

片倉

米々沢
めめざわ

しどけ

小池局

●パークゴルフ場

●
● 高松ホーム

北新田運動場
北新田野球場

●
●

原町第三中学校
●

太田小学校

大甕小学校●
大甕生涯学習センター
●

真野川横峯溜池

新田川

新田川

高の倉ダム

水無川

横川ダム

太田川

陣ヶ崎

太田川
鶴江川

北原川

潤谷川

北川

真野川漁港

みちのく鹿島球場●みちのく鹿島球場●

●

●

●

石神第一小学校

●大原郵便局●大原郵便局

原町木材工業団地原町木材工業団地

●真野小学校真野小学校

●

●

●

●

原町高等学校

高平小学校

●
ひばり
生涯学習センター

●
石神第二小学校

●原町第二小学校

●

原町第二中学校

南相馬警察署南相馬警察署

石神生涯学習センター

原町第三小学校原町第三小学校

原町第一中学校原町第一中学校

●

国見山
▲

林
道
国
見
山
線

●
●●

高倉登山口

赤根登山口

押釡登山口

●桜井古墳●桜井古墳

東ケ丘公園東ケ丘公園

●雲雀ケ原祭場地●雲雀ケ原祭場地

はらのまち

南相馬市民文化会館

右田浜キャンプ場

IC予定地南相馬IC

右田浜オート●右田浜オート●
キャンプ場　キャンプ場　

●

●
●

いわきおおた

南相馬市役所

石神中学校

太田生涯学習センター太田生涯学習センター

原町第一小学校
南相馬観光協会南相馬観光協会

鹿島C.C
●

鹿島C.C
●

●●

国見山森林公園
●

国見山森林公園
●

●烏崎サーフポイント

●烏崎海岸

●右田浜海水浴場

羽山横穴● 羽山横穴●

道の駅道の駅
●原町第二小学校

●斎場

●相馬太田神社●相馬太田神社

●●

パークゴルフ場

はらまちユッサ ●

常
磐
自
動
車
道

常
磐
自
動
車
道

6

高平生涯学習センター高平生涯学習センター

南相馬市立総合病院南相馬市立総合病院
相馬農業高等学校●

大甕幼稚園●大甕幼稚園●

高平幼稚園●高平幼稚園●

●原町あずま保育園●原町あずま保育園
　（原町子育て支援センター）　（原町子育て支援センター）

　　●
青葉幼稚園
　　●
青葉幼稚園

さゆり幼稚園
●
さゆり幼稚園
●

●　　
原町みなみ幼稚園

●　　
原町みなみ幼稚園

北町保育所●北町保育所●

よつば保育園●よつば保育園●　　　●　　
よつば乳児保育園西町園
　　　●　　
よつば乳児保育園西町園

●
みなみそうまペンギン国際幼児園
●
みなみそうまペンギン国際幼児園

よつば保育園南町分園
●

よつば保育園南町分園
●

原町さくらい保育園
●

原町さくらい保育園
●

●原町にこにこ保育園●原町にこにこ保育園
●ユニソンワールド保育園●ユニソンワールド保育園

　　●
聖愛ちいろば園
　　●
聖愛ちいろば園

●原町聖愛こども園●原町聖愛こども園

原町区

小高区 鹿島区

●幼稚園　●保育園　●認定こども園　●小規模保育事業　●公立各園

南 相 馬 市 の 教 育 ・ 保 育 施 設 マ ッ プ

〒
福島県南相馬市原町区本町二丁目 番地
南相馬市こども未来部 こども育成課
TEL : 0244-24-5242  FAX : 0244-24-5740 

南相馬市の施設情報
私立幼稚園 私立保育園
私立認定こども園 小規模保育事業

MINAMISOMA CITY 

南相馬市ふるさと回帰支援センター 
 マスコットキャラクター 「のまたん」 

南相馬市

公立幼稚園・保育園・認定こども園

令和２年8月発行

0000051037
タイプライターテキスト
石神第二幼稚園

0000051037
タイプライターテキスト
●

0000051037
タイプライターテキスト
石神第一幼稚園

0000051037
タイプライターテキスト
●

0000051037
タイプライターテキスト
太田幼稚園

0000051037
タイプライターテキスト
●

0000051037
タイプライターテキスト
原町なかまち保育園

0000051037
タイプライターテキスト
●

0000051037
テキストボックス
資料１-３

0000051037
タイプライターテキスト
10



11 
 

南相馬市条例第  号 

 

南相馬市保育園条例の一部を改正する条例（案） 

 

 南相馬市保育園条例（平成１８年南相馬市条例第１１０号）の一部を次のように改

正する。 

次の表中、改正前の欄にのみ下線又は太枠で表示された部分（以下「改正部分」と 

いう。）があるときは、当該改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改 正 後 改 正 前 

別表（第２条関係）  別表（第２条関係） 

名 称 位 置 入所定員 

【略】 【略】 【略】 

南相馬市立

原町あずま

保育園 

南相馬市原町区

東町三丁目７番

地の４ 

１１５人 

南相馬市立

原町さくら

い保育園 

南相馬市原町区

桜井町一丁目１

５３番地 

１００人 

 

名 称 位 置 入所定員 

【略】 【略】 【略】 

南相馬市立

原町あずま

保育園 

南相馬市原町区

東町三丁目７番

地の４ 

１１５人 

南相馬市立

原町なかま

ち保育園 

南相馬市原町区

仲町一丁目１７

７番地 

１００人 

南相馬市立

原町さくら

い保育園 

南相馬市原町区

桜井町一丁目１

５３番地 

１００人 

 

   附 則 

この条例は、令和４年４月１日から施行する。 

資料１－４

２ 
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南相馬市条例第  号 

 

南相馬市幼稚園条例の一部を改正する条例（案） 

 

 南相馬市幼稚園条例（平成１８年南相馬市条例第１８６号）の一部を次のように改

正する。 

次の表中、改正前の欄にのみ下線又は太枠で表示された部分（以下「改正部分」と 

いう。）があるときは、当該改正前の欄の改正部分を削る。 

 

改 正 後 改 正 前 

別表（第２条関係）  別表（第２条関係） 

名 称 位 置 

【略】 【略】 

南相馬市立八沢幼稚

園 

南相馬市鹿島区南屋

形字北原３２番地 

南相馬市立高平幼稚

園 

南相馬市原町区下北

高平字古舘２７８番

地 

南相馬市立大甕幼稚

園 

南相馬市原町区大甕

字十日迫２６番地 
 

名 称 位 置 

【略】 【略】 

南相馬市立八沢幼稚

園 

南相馬市鹿島区南屋

形字北原３２番地 

南相馬市立上真野幼

稚園 

南相馬市鹿島区山下

字中ノ内２７３番地

１ 

南相馬市立高平幼稚

園 

南相馬市原町区下北

高平字古舘２７８番

地 

南相馬市立大甕幼稚

園 

南相馬市原町区大甕

字十日迫２６番地 

南相馬市立太田幼稚

園 

南相馬市原町区益田

字塩釜６１番地 

南相馬市立石神第一

幼稚園 

南相馬市原町区北長

野字北原田２８８番

地 

南相馬市立石神第二

幼稚園 

南相馬市原町区大木

戸字西原１番地 
 

   附 則 

この条例は、令和４年４月１日から施行する。 

資料１－５ 


